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この度、花巻税務署長を拝命いたしました小山内でございます。

佐藤会長をはじめ、公益社団法人花北法人会の皆様方には、平素から各

種講演会や研修会、広報活動並びに租税教室への講師派遣等の様々な活動

を通じ、税務行政の円滑な運営に対し深い御理解と多大な御協力を賜って

おりますことに心より御礼申し上げます。

私は、この７月の人事異動で仙台国税局から赴任してまいりました。岩

手県での勤務は、昭和の終わり頃に勤務した盛岡署に次いで二署目となり

ます。盛岡署に勤務していた当時は、花巻署管内の様々な施設・景勝地・

温泉にもお邪魔いたしましたが、この機会に改めて管内くまなく訪れてみ

たいと思っております。

さて、国税当局では税務行政を取り巻く環境の変化への対応に取り組んでおり、本年６月23日に

は「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション －税務行政の将来像2023－」が公表されたと

ころです。

その中では、税務手続のあるべき姿として「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」

が示されており、こうしたことを実現するためには、e-Tax及びキャッシュレス納付の利用拡大が不

可欠となってきます。

e-Taxにつきましては、法人会の会員の皆様に従来からご尽力いただいていることもあり順調に

普及・定着しているところであり、引き続き添付書類を含めたe-Taxによる申告に御協力をお願い

します。また、今後は、ダイレクト納付をはじめとするキャッシュレス納付の利用拡大に一段と力

を入れて取り組むこととしておりますので、源泉所得税を中心に積極的な利用をお願いいたします。

税務署としましては、今後とも法人会の会員の皆様と様々な機会に意見交換をさせていただきな

がら、これまでの長年にわたる信頼・協調関係をより一層深めてまいりたいと考えておりますので、

引き続き税務行政への御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

最後に、花北法人会の益々の御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業の更なる御繁栄を祈念い

たしまして、着任のあいさつとさせていただきます。

着任のごあいさつ

花巻税務署長
小山内 慎治

花巻税務署　幹部異動状況(令和5年7月10日発令)
役　職 転入 転出

署　　　　　長 小山内　慎治 仙台派遣主任監察官 西崎　由美子 相馬税務署
総　務　課　長 保利　英明 仙台国税局課税第一部 資料調査課 漆舘　昌彦 青森税務署
管理運営統括官 高田　湖恵 一関税務署 米田　欽一 局業務センター
管理徴収統括官 阿部　　光 仙台中税務署 齋藤　和之 大曲税務署
個人第二統括官 十文字　悟 宮古税務署 石川　　修 辞職
法人第二統括官 田邊　宏樹 仙台国税局課税二部 資料調査課 及川　成巳 盛岡税務署
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第 11 回通常総会におきまして、宮澤一郎会長の退任にあたり後任として会
長に就任いたしました。

1947 年、全国 2 番目に設立した伝統ある当法人会の会長に就任し身の引き
締まる思いです。公平で健全な税制制度の実現のため、会員企業の声をアピー
ルするとともに、税の啓発や租税教育を積極的に進め、また、正しい知識と情
報のため、各種研修会、会報などを通じて、企業の健全経営を支える税の知識
の普及に努めていきたいと思うところです。

新会長所信

  令和５年 6 月 2 ２日（木）、ブランニュー北上を会場に第 11 回通常総会が開催され、７４名が出
席しました。総会は宮澤会長の挨拶に始まり、来賓紹介、報告事項・議事へと進み、全議案が原案
通り承認されました。

終了後には、講師に西崎由美子花巻税務署長をお迎えし「税のよもやま話」～国税徴収の現場か
ら～と題しご講演いただき、100 人ほどが聴講いたしました。

また、本年は新型コロナウイルス感染症が 5 類感染症に引き下げられたことにより、４年ぶりに
懇談会を開催することができました。花巻税務署長西崎由美子様、北上市長八重樫浩文様をはじめ
官公庁の皆様と関係団体の役員の皆様のご出席のもと総勢 64 名が参加し、情報交換や会員相互の親
睦を深めました。

公益社団法人　花北法人会　第11回通常総会開催
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令和4年度　青年部会・女性部会合同事業報告会

新青年部会長挨拶

　6月13日（火）、グランシェール花巻において青年部会・女性部会合同事業報告会を開催しました。
　青年部会は新部会長に藤﨑信男氏、副部会長には阿部睦春氏(再任)髙橋隆紀氏(新任)が選任されました。
他の幹事等は11ページのとおりです。令和４年度は新型コロナウイルス感染防止につとめながら「租税教
室」「税を考える週間の啓蒙活動(ティッシュ配り)」を開催、「研修の集い宮古大会」「全国青年の集い沖
縄大会」に参加したことを報告、令和5年度も引き続き一人でも多くの子供たちに税について興味を持っ
てもらえるよう、租税教育活動に取り組むなどの事業計画(案)について報告しました。

　女性部会は「税の絵はがきコンクール」「特別研修(久
慈大会)」「全国女性フォーラム(愛媛大会)」等の実施
状況、事業計画は例年の事業のほか8月開催の「第24
回特別研修の集い」花北大会を盛会に行われるよう取
り組む旨について報告しました。
　報告会に引き続き花巻税務署長西崎由美子様から「酒
類行政とお酒のはなし」と題してご講演をいただきま
した。

　今年度青年部会長を務めさせていただきます、株式会
社フジサキの藤﨑信男と申します。花北法人会では青年
部会の事業である租税教室や、広報委員会の一員として
活動してまいりました。この活動を通して多くの方との
出会いや気づきをいただくことができ、感謝しておりま
す。若輩者ゆえ先輩方のように青年部をまとめ上げてい
く自信はありませんが、皆さんの協力をいただきながら
一年間精一杯務めさせていただく所存ですので、何卒よ
ろしくお願いいたします。
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いちごプロジェクト

租税教室

　８月の第１週に開催される北
上みちのく芸能まつりと第３週
に花巻で開催されるウォーキン
グイベント「イーハトーブツー
デーマーチ」にあわせて女性部
会では、節電の啓蒙活動「いち
ごプロジェクト」を実施してい
ます。節電を呼びかけるメッセー
ジが書かれた団扇は皆さんに大
変喜ばれています。

　青年部会の主要事業である「租税教室」を６月６日から７月１２日まで、管内５校で実施しました。青
年部会の講師がクイズやDVD上映を交えて、税金のしくみと役割、税金の大切さについて説明しました。
子供たちからは「税の種類がわかった」「税金の必要性がわかった」などの感想を聞くことができました。
１億円（レプリカ）の重さ体験では、実際の重さ（１０キロ）を体験し歓声を上げていました。

江釣子小学校 91名

湯本小学校 30名

笠松小学校 10名

花巻小学校 39名

北上市さくら野百貨店にて

花巻市「イーハトーブツーデーマーチ」にて

湯口小学校 28名
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令和５年４月１３日　愛媛大会は『愛
え

顔咲くマドンナたちの新時代～ともに拓こう媛
ひめ

の国から～』を
キャッチフレーズに開催されました。花北法人会から佐々木啓子部会長、葛巻紀子副部会長、岩舘昌子
副部会長、私の４人で参加して参りました。

松山に入り早速有名な「道後温泉」を訪ねました。入口に夏目漱石の「坊ちゃん」のカラクリ時計が
あり曲に合わせて坊ちゃん、マドンナ、教頭、山あらしが次々と登場するスケールの大きい豪華な時計
でした。

大会当日、午前中は松山城見物。ロープウェイとリフトを使い３６０度を見渡せる天守閣に登りました。
町の真中にそびえ立つ松山城は市民の身近にあり、いつも歴史の重みを感じられる存在なんだなあと感
じました。そして、郷土が生んだ偉大な俳人正岡子規の町には、いたる所に郵便ポストならぬ「俳人ポ
スト」が設置されており気軽に俳句を投函できるのにはびっくりしました。子規記念博物館は立派な施
設でしたが、かけ足見学となり残念でした。

大会会場の「アイテムえひめ」には薄ピンク色の「さくらひめ」がふんだんに飾られ全国から参集し
た１９００名の女性を優しく迎えてくれました。

講演はテレビでお馴染みの夏井いつき先生です。はぎれの良いのりのりのテンポで進行し話術はさす
がですっかり引き込まれました。『句会ライブ』では俳句の約束事を教わり５分で句作となりました。私
は慌ててしまい何も浮かびませんでしたが、「突然の俳句レッスン散る桜」と素敵な句を読まれた方がお
られました。

会場には愛媛の特産品が沢山出店され、買い物好きな女性で大賑わいでした。又、絵はがきコンクー
ルの入賞作品の中に石鳥谷小学校６年池田心愛さんの作品も展示されておりました。

最終日は伊予の小京都といわれる内子・大洲を巡りました。
この旅でお会いした皆様が気持ちよく応対して下さり、きっと日頃から歴史と城下町に誇りを持ってい

るから暖かいおもてなしが身についているのでしょう。俳都松山の大会に参加出来ましたことに感謝申し
上げます。

奥山　寿子

第17回「法人会全国女性フォーラム」愛媛大会の報告
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令和５年８月２４日　ホテルグランシェール花巻において第２4 回「特別研修の集い」花北大会が花
北法人会女性部会主管のもと開催されました。花巻税務署小山内署長様、岩手県県南広域振興局花巻
県税センター菊池所長様、花巻市上田市長様ほかご来賓の方々、県内各単位会の女性部会員の皆様等約
１００名に参加いただきました。

式典の前に聖路加国際大大学院教授　五十嵐ゆかり　先生に「こ
れまでの道のりとこれから」と題してご講演いただきました。

五十嵐先生は県立花巻南高等学校出身で、一関高等看護学院卒業
後、千葉大医学部付属助産婦学校を経てシドニー大学に留学後、現
職をされています。

子どもの頃から自立を意識されており、「継続は力なり」という言
葉を心にやりとげる力をつけ興味のあることはつきつめていかれた
ようです。先生が大切にしている言葉として、言葉の重みを理解する、学び続ける、初心を忘れない、
やりがいを持ち自分のワークライフバランスを保つなど、とても大切なことを教えていただきました。参
加者の皆様からも、とてもいい講演でもっとたくさんの方に聞いていただきたいと感想をいただきました。

式典ではご来賓の皆様から、あたたかいご祝辞をいただき、また、花北法人会の活動報告も熱心に見
ていただきうれしく思いました。

交流会は４年ぶりに規制のない通常開催となり、参加者が円卓を
囲み会話をしながらお食事をすることができました。アトラクション
ではなかなか聴く機会がないフラメンコギターを岩手県フラメンコ
ギター協会の菅原様と渡邊様の演奏で聴きました。菅原様の進行が
笑いを誘いたいへん和やかな雰囲気になりました。

最後に次回開催地の気仙地区法人会女性部会のＰＲがあり、気仙
の魅力をお伝えいただきました。

今大会が盛会に終われたのは花北地区の会員皆様のご協力のおか
げです。心より感謝いたします。

来年はみんなで気仙を盛り上げに行きたいと思います。

女性部会  部会長  佐々木  啓子

第２4回「特別研修の集い」　花北大会
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令和５年９月１日、第２７回「研修の集い」釜石地区大会に、佐藤誠吾前部会
長、千田智哉幹事、高野橋専務、大同生命渡辺さんの５名で参加してまいりました。
当日の釜石は残暑の影響が残る中、日常的に海を見ることのない内陸の人間だか
らなのか、私だけの事なのかわかりませんがちょっとした夏休みの小旅行のようで
した。

講演の部では釜石市民ホールＴＥＴＴＯにおいて、釜石シーウェイブスＲＦＣ
代表理事・ゼネラルマネージャーの桜庭　吉彦氏の講演をいただきました。我々
世代では記憶に新しい名選手の講演であっという間の時間でした。その後式典の
部に移り、次回開催地の盛岡法人会への引継ぎなどが滞りなく行われました。

交流の部は場所を歩いてすぐのホテルクラウ
ンヒルズ釜石に移動して行われました。昨年まで
のコロナ禍の中で開催できなかった交流の部が
やっと開催できる環境になったことを、県内各法
人会青年部の方々と喜び合いました。知事選挙・
県議会議員選挙の前日という忙しい中で設営して
いただいた釜石地区の方々に感謝しつつ、次回
開催の盛岡大会での再会を楽しみに日々の活動を
頑張ろうと誓いあい会場を後にしました。

青年部会長　藤﨑　信男

功労者表彰（令和5年6月）

第27回「研修の集い」釜石地区大会

6 月 22 日開催の通常総会において表彰、ご披露をいたしました。
全国法人会総連合会長表彰　　　 　髙橋　　 伸夫    様
東北六県法人会連合会会長表彰　八重樫　　 守民　  様
岩手県法人会連合会会長表彰　　　照井　　 政志    様
　　　　　　　　　　　　　　   　山影　　 義一    様

照井　政志様
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令和５年度　公益社団法人  花北法人会役員名簿

役　職 氏　名 事業所名

会　長 佐 藤 直 也 ㈱マルサ

副会長 佐 藤 良 介 ㈱東華商会

〃 髙 橋 卓 也 西和賀商工会

〃 高 橋 文 一 ㈱今弘商店

〃 髙 橋　　 寛 (有)鈴木電設

〃 漆 沢 俊 明 花巻信用金庫

〃 菊 池 忠 彦 ㈱菊忠印刷

〃 菊 池 房 江 ㈱平藤

〃 中 村 通 孝 ㈱中村商会

〃 髙 橋 克 史 ㈱登美屋

専務理事 市 村　　 律 花巻商工会議所

〃 今 野 好 孝 北上商工会議所

理　事 高野橋　勇　一 （公社）花北法人会

〃 安 藤　　 昭 花巻温泉㈱

〃 石 川 秀 司 ㈱絆すてーしょん

〃 伊 藤 純 子 ㈱伊藤染工場

〃 伊 藤 智 仁 ㈱伊藤組

〃 伊 藤 晴 友 (有)丸安工務店

〃 伊 藤 隆 一 (有)伊藤治

〃 岩 田 行 平 (資)岩田本店

〃 奥 山 雅 史 ㈱おくやま

〃 小田島　秀　一 小田島建設㈱

〃 片 方 直 哉 ㈱丸片ガス

〃 片 方 寛 之 ㈱丸片石油

〃 金 澤 俊 司 銀河フーズ㈱

〃 菊 池 治 夫 ㈱東北ビルテック

〃 木 村 幸 男 北上信用金庫

〃 久保田　清　子 ㈱久保田光学

役　職 氏　名 事業所名

理　事 佐 賀 忠 臣 ㈱佐賀建設

〃 佐々木　信　行　高田工業㈱

〃 佐々木　史　昭　　㈱中央コーポレーション

〃 佐々木　行　雄　㈲佐々木石材店

〃 鈴 木 邦 彦 北上ビルメン㈱

〃 瀬 川 賢 孝 ㈱石のセガワ

〃 高 田 貞 一 ㈱大沢温泉

〃 髙 橋 和 幸 旭ボーリング㈱

〃 高 橋 哲 哉 ㈱星光舎

〃 髙 橋 伸 夫 マルケイ建設㈱

〃 高 橋 德 好 新高電気㈱

〃 髙 橋 宏 史 ㈱高千代

〃 高 橋　　 誠 高源精麦㈱

〃 舘　　 邦 雄 北上ガス㈱

〃 千 田 和 秋 千田工業㈱

〃 中 野 義 明 ㈱中野商店

〃 中 村 達 也 ㈱アジテック

〃 中 村 弘 樹 (有)菓匠丸文

〃 難 波 正 人 ㈱泉商店

〃 西 村 辰 彦 ㈱新興製作所

〃 三 國 卓 郎 和同産業㈱

〃 宮 澤　　 淑 ㈱宮澤商店

〃 八重樫　　　敏 ㈱ヤエガシ

〃 八重樫　チ　メ 富栄電気㈱

〃 八重樫　博　之 岩手建設工業㈱

〃 吉 田 有 芳 吉田コンクリート工業㈱

監　事 藤 田 勝 敏 花巻ガス㈱

〃 酒 井 利 政 酒井利政税理士事務所
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令和５年度  公益社団法人  花北法人会青年部会・女性部会役員名簿

電子帳簿保存法説明会

女性部会 氏　名 法人名

相談役
大 澤 幸 子 ㈲対滝閣
菊 池 房 江 ㈱平藤
八重樫　チ　メ 富栄電気㈱

部 会 長 佐々木　啓　子 ㈱中央コーポレーション

副部会長
葛 巻 紀 子 ㈱南部家敷
岩 舘 昌 子 ㈱ジョイスニッコー
藤 田 澄 子 ㈱三協製作所

幹 　事

奥 山 寿 子 ㈱おくやま
久保田　清　子 ㈱久保田光学
菊　池　カナ子 ㈱岩手防火管理サービス
小　原　美英子 ㈱あぶらや商店
伊 藤 純 子 ㈱伊藤染工場
中 村 慶 子 ㈱中村商会
阿 部 文 子 ㈱阿部電設
八重樫　徹　子 ㈱八重樫葬具店
熊 谷 清 子 ㈱亀屋
佐々木 眞智子 佐々長醸造㈱
小 川 富 士 小川酒店
小田島 佐智子 成和建設㈱
佐　藤　さよ子 SS建築デザイン室㈲
阿 部 仁 美 ㈱今弘商店
髙 橋 幸 子 ㈱丸片ガス
伊 藤 明 美 ㈲ウィーズ

青年部会 氏　名 法人名

相談役
伊 藤 隆 一 ㈲伊藤治
吉 田 有 芳 吉田コンクリート工業㈱
佐 藤 誠 吾 ㈲サトミ塗装

部 会 長 藤 﨑 信 男 ㈱フジサキ

副部会長
阿 部 睦 春 ファミリー観光㈱
髙 橋 隆 紀 ㈱高嵩

幹 　事

高 橋 　 誠 高源精麦㈱
佐 藤　　 寛 ㈱佐藤組
岩 舘　　 光 日興電気㈱
佐々木　暁　夫 ㈱北上開発
大久保　浩　二 ㈱大久保建設
赤 沼 範 高 ㈱赤沼商店
笠 井　　 健 北良㈱
伊 藤 泰 晃 ㈱風童社
高 橋　　 要 ㈱イル・デ・パン
平 野 太 基 牧子・平野建築研究所
軽 石 倫 史 ㈱展勝地
伊 藤 芳 徳 ㈲伊藤舗装工業
木 村 直 樹 ㈱木村設計Ａ・Ｔ
小田島　裕　樹 成和建設㈱
髙 橋 慶 吉 ㈱アサヒテクノ
伊 藤 文 洋 ㈲イワサキ
上 田 直 輝 上田土地家屋調査士事務所
佐 藤 健 太 ㈱マルサ
千 田 智 哉 千田工業㈱
晴 山　 正 基 ㈱花巻マツダ

令和５年７月２７日、北上さくらホールにて電子帳簿保存法説
明会を開催しました。

講師には花巻税務署法人課税統括官　藤田純一様をお招きし、
「電子帳簿等保存制度」についてご説明頂きました。３７社４３名
の多くの方にご参加いただきました。最後の質問コーナーでは、
時間一杯まで質問が絶えず、盛況のうちに終了致しました。
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広報委員会

委 員 長 八重樫　　　敏

副委員長 宮　川　昌　之 八重樫　チ　メ

委　　員 藤　﨑　信　男 佐々木　暁　夫 奧　山　雅　史
中　村　達　也 藤　田　澄　子 佐々木　啓　子
八重樫　徹　子 岩　舘　昌　子

印 刷 所 ㈱フジサキ

　ひょんなことから始めたマラソン。コースから見え

る風景と沿道からの応援を楽しみながら続けていた

ら、そろそろ１０年になりそうです。１キロメートル走

るのも精一杯だったころ、九年大橋から大堤に続く

コースにチャレンジし、なんとか坂の上まで走りきる

ことができました。流れる汗を拭いながら振り返ったとき、目に映った街の風景がとても輝いていたことを鮮

明に覚えています。そのとき、約２０年前に父や会社の先輩たちが、いま走ってきた道を作るために尽力され

てきたことをふと思い出し、この眺めには街の発展を望んだ方 の々想いが詰まっていることに気づきました。

心地よい風とともに「未来を頼むよ」という声が聞こえてきそうです。

シリーズ vol.19

　私の好きな場所は自社社屋です。倉庫として使用

していた事務所を大規模リノベーションし、2022年リ

フォームショールームsmile baseをオープン。今年7

月 2 階にセレクト雑貨ショップをオープンしました。

私自身でデザインした社屋は社員達、お客様にも気

に入っていただけました。夜遅くまで仕事をしていても

この事務所を維持するためにも頑張ろう！と思い残業

しております。（笑）沢山のお客様に笑顔になってい

ただきたいとゆう思いで造ったこの場所に皆様も是非

一度遊びに来てください。

有限会社 東北物産

代表取締役　髙橋 英明さん

smile base

千田工業株式会社

常務取締役　千田 智哉さん

大堤からの眺望

編集後記
　最近、年齢を強く感じております。
　私は現在50歳ですが、老眼にはじまり夜中１回は
必ずトイレに目覚める、瞬時に暗記しようとしても
覚えられなくなった、また頭には浮かんでいるのに
名前が出てこず「あれあれ」を連発する等々。
　テレビでそれらを補うサプリのCMをみると、お
試し価格だしとつい手を伸ばしたくなります。
ここは気持ちを切り替えて、変化を楽しむ余裕が大
事なんだと自分に言い聞かせている今日この頃です。

中村達也


